
林野庁 関東森林管理局 高尾森林ふれあい推進センター

黒地に橙色の筋が入るモザイク模様の蝶。春に

現れるこの蝶は、翅の表面が黒の地色と橙色斑の

まだら模様をしている。しかし、夏の蝶は黒地に

八の字の白い帯がある。これが逆さの八に見える

のでこの名になった。共に、裏面は赤褐色で複雑

な黄色の線が入り、前翅の中央部に白い斑がある。

成虫は4～10月頃に出現し、主に山地の森林や

草地などに生息している。やや低い位置を小刻み

にはばたいて飛び、よく花で吸蜜し、動物の糞な

どに集まる。幼虫の食草は、イラクサ科のコアカ

ソ、ヤブマオなどの葉。春と夏の翅が別種のよう

に異なるのは、幼虫時代の日照時間などが関係し

ているらしい。その結果、季節に適応した姿と

なって生き続けているのだろう。

(写真・文 森林インストラクター 藤原 裕二)
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高尾山のいきものたち

サカハチチョウ
（タテハチョウ科）

フォレストサポートスタッフ（FSS）委嘱証交付式

高尾森林ふれあい推進センターが実施する森林

教室や公募イベント等をサポートしていただく森

林ボランティア「フォレストサポートスタッフ」

の委嘱証交付式を４月２０日（土）に実施し、委

嘱決定者一人一人に当センター所長から委嘱証を

交付しました。今年度は９名の方が新規に加わっ

ていただき、３４名のスタッフとなりました。

フォレストサポートスタッフは、報酬なしのボ

ランティア活動であるにもかかわらず、当セン

ターが開催するイベントや森林教室に毎回ご協力

をいただき、令和５度は延べ２２８人のご協力を

いただくなど当センターにとっては欠かせない存

在となっています。

今年度もフォレストサポートスタッフのご協力

をいただきながら、より良い森林環境教育の実施

に努めて参りたいと考えています。（高）

委嘱証の交付
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編集後記
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日差しや風が心地良い季

節となりました。高尾山

にお越しの際は当セン

ターへもお立ち寄りくだ

さい。 キンラン

新任紹介 ４月に高尾森林ふれあい推進センターに配属された職員です。

所長 山田 徹

地域業務対策官 高氏 均

ハナイカダ ホウチャクソウ シュンラン

4月1日付けで勤務することとなりました。
高尾森林ふれあい推進センターでは、高尾山の国有林をフィールドに森林や自然に親

しみながら学べる、様々なイベントを各種団体の協力を得ながら実施しています。
高尾山の豊かな森林資源を維持していくためにも、自然観察など体験型学習を通じて

多くの方々に高尾山の自然の素晴らしさが伝わり、あわせて森林・林業に対しての理解
を深めてもらえればと思います。

2回目の当センター勤務となります。
森林教室や各種活動を通じて、森林・林業の大切さだけでなく国有林の役割などを伝え

ていきたいと考えています。よろしくお願いします。

高尾森林ふれあい推進センター 協定イベントの紹介

5月
〇森林ふれあい推進事業「協定イベント」

NPO法人森と人のネットワーク 自然観察会Ⅰ 5月18日（土）
高尾パークボランティア会 昆虫探偵団 オトシブミの不思議 ５月19日（日）
森林インストラクター東京会 春の高尾主稜線縦走～陣馬山から高尾山へ 5月8日（水）

風薫る景信山・小仏城山を訪ねて相模湖へ 5月23日（木）
高尾山 初夏の親子自然観察会 5月26日（日）
セッコクと初夏の草花を訪ねて 5月28日（火）

マルバアオダモ

６月
〇森林ふれあい推進事業「協定イベント」

森林インストラクター東京会 初夏の奥高尾 静寂の林道ハイキング 6月8日（土）
高尾山の樹木を楽しむハイキング 6月28日（金）

NPO法人森と人のネットワーク 自然観察会Ⅱ ６月1５日（土）

※詳しくは、HPをご覧ください（https://www.rinya.maff.go.jp/kanto/takao/ibent/240322.html ）

季節の花（高尾山）


